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◆
日
本
銀
行
国
際
局　

国
際
連
携
課
の
仕
事

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
経
済
が
海
外
の
金
融
経
済
情
勢
の
影
響
を
一
段
と
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
る
中
、
世
界
の

中
央
銀
行
を
は
じ
め
と
し
た
金
融
・
経
済
に
関
わ
る
幅
広
い
組
織
と
連
携
し
、
日
本
銀
行
の
国
際
的
な
活
動
を
支
え
て
い
る

の
が
国
際
局
国
際
連
携
課
で
す
。
中
央
銀
行
総
裁
が
出
席
す
る
Ｇ
７
や
Ｅエ

ミ

ア

ッ

プ

Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｐ
（
注
１
）
な
ど
の
国
際
会
議
の
準
備
・
サ
ポ

ー
ト
を
し
た
り
、
実
務
者
会
合
に
参
加
し
た
り
、
日
頃
か
ら
国
内
外
の
関
係
当
局
と
連
携
し
て
情
報
収
集
や
信
頼
関
係
の
構

築
に
努
め
て
い
ま
す
。
業
務
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
、
実
践
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
銀
行
の

顔
と
し
て
国
際
協
調
の
最
前
線
に
立
つ
同
課
の
職
員
た
ち
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
活
動
の
詳
細
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
国
際
協
調
」を
支
え
る
現
場
の
取
り
組
み

52

多
種
多
様
な 

国
際
会
議
を
企
画
調
整

約
三
〇
人
か
ら
成
る
国
際
連
携
課
は

二
〇
一
四
年
に
で
き
た
比
較
的
新
し
い
課
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
国
際
会
議
を
持
ち
な

が
ら
も
、
例
え
ば
国
内
で
会
議
を
開
く
場
合
な

ど
は
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
定
例
の
国
際
会
議
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
は
、
▼
Ｇ
７
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総

裁
会
議
（
注
２
）、
▼
Ｇ
20
同
（
注
３
）、
▼
Ｂ
Ｉ
Ｓ

（
国
際
決
済
銀
行
）
の
中
央
銀
行
総
裁
会
議
、

▼
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
の
国
際
通
貨
金

融
委
員
会
・
年
次
総
会
な
ど
が
あ
り
、
ア
ジ
ア

で
は
、
▼
東
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
中
央
銀
行

役
員
会
議
「
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｐ
」、
▼
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」（
注
４
）
に
中
国
・

日
本
・
韓
国
を
加
え
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
」

の
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
、
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

国
際
会
議
が
こ
れ
だ
け
多
い
の
で
現
場
は
多

忙
を
極
め
ま
す
が
、
同
課
の
竹
村
浩
希
課
長
は

「
事
前
の
入
念
な
準
備
が
会
議
の
成
否
を
決
め

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
気

を
引
き
締
め
ま
す
。

「
重
要
な
の
は
自
国
の
利
益
と
国
際
的
な
課

題
解
決
と
の
バ
ラ
ン
ス
。
国
際
会
議
で
は
、
総

裁
・
役
員
だ
け
で
な
く
、
事
前
調
整
な
ど
で
課

長
や
企
画
役
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
議
論

を
す
る
の
で
す
が
、
当
然
な
が
ら
、
日
本
と
し

て
統
一
し
た
意
見
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
気
候
変
動
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
影

ホスト国として対応した2023年Ｇ７中央銀行セッション
（写真出典：財務省・日本銀行）

響
、
Ａ
Ｉ
、
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
（
注
５
）
な
ど

が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
融
経
済
情

勢
に
加
え
、
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
も
幅
広

い
観
点
か
ら
検
討
し
、
会
議
に
臨
む
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
」

議
長
国
と
し
て 

会
議
を
運
営
す
る
こ
と
も

国
際
会
議
で
は
、
日
本
銀
行
が
議
長
国
に
な
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る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ

Ｐ
の
中
で
域
内
の
マ
ク
ロ
経
済
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
危
機
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
通
貨
金
融
安
定
委
員
会
（
Ｍ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
の
議

長
を
、
国
際
担
当
理
事
が
二
〇
二
六
年
ま
で
二

年
の
任
期
で
務
め
て
い
ま
す
。

議
長
国
の
役
割
は
、
▼
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
企
画

立
案
、
▼
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
選
定
な
ど
の

企
画
、
▼
取
り
ま
と
め
方
針
の
策
定
、
▼
会
合

で
の
プ
レ
ゼ
ン
準
備
お
よ
び
発
表
、
▼
議
事
要

旨
の
作
成
な
ど
、
会
議
の
運
営
全
般
を
主
導
す

る
こ
と
で
す
。

Ｍ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
企
画
・
立
案
を

担
当
し
た
企
画
役
補
佐
の
川
澄
祐
介
さ
ん
は

「
Ｍ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
で
は
中
央
銀
行
に
関
わ
る
幅
広
い

テ
ー
マ
に
つ
い
て
中
央
銀
行
幹
部
が
活
発
に
議

論
し
て
い
ま
す
。
議
長
国
が
設
定
す
る
ア
ジ
ェ

ン
ダ
の
内
容
が
会
合
当
日
の
議
論
の
充
実
度
を

左
右
し
ま
す
の
で
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま

す
。
隔
週
で
参
加
国
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

行
い
、
丁
寧
に
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
設
定
に
は
、
国
内
外
の
金
融
経

済
情
勢
の
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
を
巡
る
話
題
な
ど
新
た

な
テ
ー
マ
も
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
」
と
口
に
し
ま
す
。
ま
た
、「
国

際
会
議
の
円
滑
な
運
営
に
は
、
海
外
の
中
央
銀

行
と
の
事
前
調
整
も
大
切
で
す
が
、
行
内
の
連

携
も
重
要
で
す
。
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｐ
で
は
、
銀
行
監

督
や
決
済
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
議
論
も
行

わ
れ
る
た
め
、
行
内
の
関
係
部
署
と
連
携
し
て

準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海

外
出
張
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
も
多
く
、
必
要
な

機
材
の
準
備
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
、
課
内
の

サ
ポ
ー
ト
に
大
い
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

緊
急
時
に
備
え
た 

制
度
設
計
に
も
貢
献

ア
ジ
ア
で
の
金
融
協
力
に
お
い
て
は
、

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を
契
機
に
作

ら
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ+

３
も
重
要
な
柱
で
す
。

東
ア
ジ
ア
の
通
貨
・
金
融
問
題
を
広
く
議
論

す
る
中
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
経
済
的
な
危
機

を
支
え
合
う
仕
組
み
と
し
て
二
国
間
通
貨
ス

ワ
ッ
プ
契
約
か
ら
な
る
チ
ェ
ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
（
Ｃ
Ｍ
Ｉ
）
を
設
立
。
そ
の
後
、
発

動
時
の
手
続
き
を
共
通
化
し
多
国
間
で
の
支
援

を
迅
速
に
す
る
マ
ル
チ
化
や
、
資
金
規
模
の
倍

増
な
ど
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
日
本

銀
行
は
財
務
大
臣
の
代
理
人
と
し
て
、
ス
ワ
ッ

プ
契
約
の
締
結
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。二

〇
二
五
年
五
月
に
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や

自
然
災
害
な
ど
の
外
部
か
ら
の
影
響
に
起
因
す

る
外
貨
不
足
に
対
応
す
る
「
緊
急
融
資
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
（
Ｒ
Ｆ
Ｆ
）」
が
正
式
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
の
主
導
で
実
現
に
至
っ
た
も
の

で
、
災
害
の
多
い
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
迅
速
な

危
機
対
応
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
銀
行
で
そ
の
実
務
的
な
制
度
設
計
に
関

わ
っ
た
の
は
、
企
画
役
補
佐
の
佐
伯
加
奈
子
さ

ん
で
す
。
語
学
力
と
大
学
で
学
ん
だ
法
律
の
知

識
を
生
か
し
て
、
条
文
の
整
合
性
な
ど
を
確
認

し
て
い
き
ま
し
た
。

「
運
用
の
細
部
ま
で
関
係
国
と
の
間
で
取
り

決
め
て
お
か
な
い
と
、
い
ざ
発
動
す
る
際
に
対

応
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
ま
す
。
粘
り
強

く
、
細
か
な
点
ま
で
見
て
い
っ
た
結
果
、
外
国

の
方
々
か
ら
『
シ
ャ
ー
プ
・
ア
イ
を
持
っ
て
い

る
ね
』『
日
本
が
見
て
く
れ
て
い
る
か
ら
安
心
』

な
ど
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
道
な
仕

事
で
す
が
、
国
際
金
融
協
力
に
貢
献
で
き
て
い

る
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

2025年ASEAN＋3財務大臣・中央銀行総裁会議の実務者会合　　　　
（写真出典：Ministry of Finance, Malaysia）
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総
裁
・
役
員
の
サ
ポ
ー
ト
と 

行
内
へ
の
情
報
還
元

こ
の
よ
う
に
国
際
協
調
に
貢
献
す
る
同
課
で

す
が
、
日
々
の
業
務
と
し
て
は
、
や
は
り
国
際

会
議
へ
の
参
画
に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
ま

す
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
会
議
は
頻
繁
で

す
。
例
え
ば
、
世
界
の
中
央
銀
行
の
総
裁
が
集

ま
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
中
央
銀
行
総
裁
会
議
は
隔
月
開

催
。
加
え
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
会
合
が
年
二
回
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
ア
ジ
ア
で
の
会
議
や
Ｇ
７
・
Ｇ

20
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
出
席
す
る
総
裁

や
役
員
の
サ
ポ
ー
ト
は
重
要
な
業
務
で
す
。

「
総
裁
・
役
員
の
発
言
案
や
、
会
合
に
臨
む

に
あ
た
っ
て
の
対
処
方
針
を
用
意
す
る
の
が
私

た
ち
の
役
割
。
金
融
経
済
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
の
で
、
各
部
署
と
協
力
し
て
進
め

て
い
ま
す
」

と
、
説
明
す
る
の
は
、
企
画
役
補
佐
の
立
野

励
さ
ん
で
す
。
会
議
の
後
に
は
、
逆
に
、
行
内

に
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
行
い
ま
す
。

「
主
に
、
会
議
の
模
様
や
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
行
内
に
情
報
を
還
元
し
て
い
ま
す
。

中
央
銀
行
の
総
裁
た
ち
の
会
議
で
行
わ
れ
る
金

融
経
済
情
勢
の
率
直
な
意
見
交
換
で
得
ら
れ
た

情
報
は
、
政
策
運
営
に
お
い
て
も
重
要
な
情
報

に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
」

と
、
立
野
さ
ん
。
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
国
際

会
議
に
つ
い
て
は
「
中
央
銀
行
や
当
局
同
士
の

連
携
は
世
界
の
金
融
経
済
を
支
え
る
上
で
不
可

欠
な
も
の
。
会
議
へ
の
参
加
を
通
じ
て
ト
ッ
プ

同
士
が
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
で
、

迅
速
な
危
機
対
応
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
自
分
の
仕
事
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
で 

一
日
中
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｇ
20
な
ど
の
国
際
会
議
で
は
閉
会
後
に
共
同

声
明
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
）
な
ど
を
出
す
の
が
通
例

で
す
が
、
そ
の
事
前
調
整
を
行
う
の
も
同
課
の

業
務
の
一
つ
で
す
。
総
裁
や
役
員
が
参
加
す
る

会
議
体
の
傘
下
に
実
務
者
レ
ベ
ル
の
会
合
が
多

数
あ
り
、
共
同
声
明
や
報
告
書
な
ど
に
関
す
る

具
体
的
な
議
論
や
、
情
報
収
集
、
各
国
当
局
と

の
認
識
の
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

担
当
す
る
池
永
頌
子
さ
ん
は
「
特
に
Ｇ
20
は

参
加
国
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
的
な
役
割
や
関
係

性
、
経
済
情
勢
な
ど
が
違
う
の
で
、
そ
の
調
整

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
日
本
だ

け
で
な
く
、
世
界
全
体
を
見
渡
す
視
点
を
持
ち
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
ら
合
意
で
き
る
か
を
探
り

な
が
ら
、
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

二
〇
二
五
年
の
Ｇ
20
議
長
国
は
南
ア
フ
リ

カ
。
六
月
に
傘
下
の
実
務
者
会
合
に
参
加
し
た

池
永
さ
ん
は
、
ま
ず
一
つ
の
部
会
に
行
き
、
帰

国
後
、
一
週
間
後
に
再
び
南
ア
フ
リ
カ
に
飛
ぶ

と
い
う
ハ
ー
ド
な
日
程
を
こ
な
し
ま
し
た
。
現

地
で
は
、
到
着
直
後
で
フ
ラ
イ
ト
の
疲
れ
が
あ

る
時
で
あ
っ
て
も
、
関
係
者
を
見
つ
け
て
は
話

し
か
け
、
朝
食
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
、
デ
ィ

ナ
ー
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
各
国
の
代
表
者
と
話

し
続
け
ま
し
た
。

「
交
渉
や
議
論
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
大

事
な
こ
と
は
、
最
終
的
に
人
と
し
て
信
頼
さ
れ

る
こ
と
。
信
頼
が
あ
れ
ば
、『
こ
の
人
が
言
う

な
ら
受
け
入
れ
よ
う
か
』
と
、
主
張
が
理
解
さ

れ
や
す
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
国
際
情
勢
が
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
で
、
若
手
な
が
ら
、

日
本
の
代
表
と
し
て
議
論
を
進
め
る
責
任
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
国
際
的
な
舞
台
で
日
本

の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
入
行
し
た
の
で
、

今
の
仕
事
に
充
実
感
を
持
っ
て
い
ま
す
」

会議中の総裁・役員サポート
（写真出典：Bank of Thailand）

2025年ＩＭＦ国際通貨金融委員会
©IMFPhoto/Joshua Roberts
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各
国
代
表
団
を
専
属
で 

サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
エ
ゾ
ン

海
外
に
出
向
い
て
い
く
一
方
、
大
規
模
な
国

際
会
議
を
日
本
で
開
く
場
合
な
ど
、
各
国
の
要

人
・
関
係
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
期
間
中
、
各
国
の
代
表
団
が
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
手
配
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

到
着
か
ら
出
国
ま
で
の
移
動
、
宿
泊
・
食
事

な
ど
、「
ロ
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
手
配
を
担

う
の
も
同
課
で
す
。
会
合
当
日
は
、
リ
エ
ゾ
ン

と
呼
ば
れ
る
案
内
係
を
各
国
に
提
供
し
、
専
属

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

二
〇
二
三
年
五
月
に

新
潟
県
新
潟
市
で
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
財
務
大

臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会

議
で
イ
タ
リ
ア
中
央
銀

行
の
リ
エ
ゾ
ン
を
務
め

た
の
は
、
若
手
の
高
森

佐
智
さ
ん
で
す
。
事
前

に
担
当
者
と
連
絡
を
取

り
、
特
別
な
食
事
の

ニ
ー
ズ
は
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
主
的
に

イ
タ
リ
ア
語
の
挨
拶
な

ど
を
覚
え
て
、
準
備
し

た
と
い
い
ま
す
。

「
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
ち
ら
の
広
報
担
当
者
と
面
談
し
た
い
と

お
っ
し
ゃ
る
な
ど
、
突
然
の
ご
要
望
も
あ
り
ま

し
た
。
次
の
予
定
も
あ
る
の
で
気
持
ち
は
焦
る

の
で
す
が
、
限
ら
れ
た
滞
在
時
間
を
よ
り
有
意

義
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ご
希
望
を
む
げ
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
上
席
と
相
談
し
な
が
ら
、
面
談

の
調
整
を
行
い
ま
し
た
」

と
、
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
、
同
年
七
月

に
横
浜
市
で
開
か
れ
た
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｐ
で
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
中
央
銀
行
も
担
当
し
、「
ど
こ
ま
で
関

わ
る
べ
き
か
距
離
感
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た

が
、
何
で
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
銀
行

や
日
本
経
済
の
こ
と
を
も
っ
と
学
び
た
い
と
思

う
機
会
で
し
た
」
と
各
国
ト
ッ
プ
と
の
交
流
に

刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊

「
国
際
連
携
」
と
聞
く
と
華
や
か
な
印
象
を

受
け
ま
す
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
地
道
な
仕

事
の
積
み
重
ね
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
竹
村
課
長
は
最
後
に
こ
う
ま

と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

「
わ
れ
わ
れ
の
一
番
の
責
務
は
、
総
裁
・
役

員
が
出
席
す
る
会
議
を
内
容
・
ロ
ジ
面
で
し
っ

か
り
支
え
る
こ
と
。
良
い
準
備
が
で
き
れ
ば
、

会
議
で
の
意
見
交
換
が
活
発
に
な
り
、
他
の
会

議
の
参
加
者
か
ら
も
良
い
発
言
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
な
ど
会
議
が
よ
り
有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
す
。
そ
の
成
否
は
如
実
に
表
れ
る
の

で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の

用
意
し
た
意
見
が
国
際
的
な
場
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
大
き
な
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｐ
で
は
引
き
続
き
議
長
国
を
務
め
ま

す
し
、
二
〇
二
六
年
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
共
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ+

３
の
議
長
国
に
な
り
ま
す
。
会
議

に
よ
っ
て
関
わ
り
方
や
課
題
は
異
な
り
ま
す

が
、
会
議
を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

同
じ
。
今
後
も
課
員
一
丸
に
な
っ
て
、
国
際
協

調
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

（
注
１
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

日
本
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
一
一
カ
国
・
地
域
が
参
加
。

一
九
九
一
年
に
日
銀
の
提
唱
で
発
足
。
一
九
九
六
年
以
降
は

総
裁
会
合
が
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
二
〇
二
五
年
は
節
目
と

し
て
報
告
書
「
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｐ
総
裁
会
合
の
三
〇
年
：
過
去
の

成
果
と
今
後
の
優
先
事
項
」
も
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
注
２
）
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
英
国
、

米
国
の
七
カ
国
。

（
注
３
）
Ｇ
７
の
七
カ
国
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
メ

キ
シ
コ
、
ロ
シ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ト

ル
コ
、
欧
州
連
合
・
欧
州
中
央
銀
行
、
ア
フ
リ
カ
連
合
を
加

え
た
枠
組
み
の
こ
と
。

（
注
４
）
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
一
〇
カ
国
が
参
加
。

（
注
５
）
価
値
が
安
定
的
で
決
済
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
得
る
暗

号
資
産
の
こ
と
。

（
肩
書
な
ど
は
二
〇
二
五
年
九
月
時
点
の
情
報
を
も
と
に
記
載
）
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